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　　Th ・ g ・・ wth 　p・・ m ・壌 ・ t　i・ P・1yp・pt・ n （D ・19・ Eiy・）f・・ P ・．ゐ・’ψ撫 w ・ … mp ・ ・ ed

of 　two 　substances 　 which 　were 　 tcntatively 　named 　B−fr．　and 　P−fi・．　and 　 which 　differed　in
their　mode 　of 　stimulation ．　 B −fr．　which 　was 　the　basic　substance 　eluted 　from　the　

column

of 　Amberlite　IRA −402（OH っ and 　fbmlcd　a　precipitate　with 　the　ammonium 　reilleckatc

slightly 　stimulated 　the　growth　of 　P σ．乃atOp ゐittts　in　the　synthetic 　med 重um ．　 Howcver
，

B−fr．　did　not 　give　maximal 　growth　of 　P ‘．ゐalephitus 　even 　in　the　synthetic 　medium 　con ．
taining 　betaine・　Bchavior　of 　B一丘・on 　thc　bioautogram　from　papcr　partition　chromato ＿

graphy 　and 　paper 　electrophoresis 　agrced 　well 　with 　that　of 　betaine．　 Howcver
，
　betaine

content 　of 　B−fヒ seemed 　to 　be　very 　small ，　judgcd　from　the　degree　of 　gro瓢 h　promotion
of 　P ‘．　 halop乃漉∬ ．

　　In　the 　synthetic 　mcdium ，　P一丘．（peptidic　substance ）also 　slightly 　prolnoted　growth
of 　Pc，　halophilus．　 Howevcr ，　whcn 　P−fr．　was 　added 　to　the　synthctic 　medium 　containing

betaine
，　a　signi 丘cant 　reduction 　Qf 　lag　tまmc 　and 　increase　of 　cell　growth　was 　observcd ．

　　From 　the 　above 　results ，　it　is　possible　to　 conclude 　that　thc　stimulatory 　effect 　of

Polypepton　on 　Pc．　haJophiltts　up 　to　haH 」max 三mal 　growth　in　the 　synthetic 　medium 　resulted

from　tlle　 cooperative 　action 　of 　P−fr．　and 　a 　trace　of 　betaine．

　　Based　on 　the　fact　that　the　growth　promotion　of 　P ‘，　halOphitus　by　P−fr．　obtained

from　soybean 　miSo 　was 　better　than　that　ef 　Polypepton，　it　was 　considered 　that　the　pc凶 des
resulting 　f｝om 　the　proteol頭 c　characteristics 　of 　AspergiUets　orJ 之ae 　play 　an 　important　role
in　fヒrmcntation 　 of 　miso 　 and 　soysauce ，

緒 書

　Peptoneは 1880年 Naegeli に よ っ て 細菌用 培地と し

て 用 い られて 以 来，通 常 の 人 工 培地 の 窒素源あ るい は

peptide を生育促進的，必須的 に 要求す る 乳酸菌
1・2）の

栄養源 と して 常用 されて い る．ま た peptQne に は La−

＊
み そ，しょ う油 の Peptide に 関す る研 究 （第16報）

　Studies　on 　the　Peptides　in　Miso　and 　Soy−sauce
　（XVI ）

ctobaciittLS　sdrg の増殖促進性 peptidcで ある pheny 五a−

lanyl−（Val，　Pro，　Thr ，　Gly，　Lys，　Leu （また は 1］e））3｝や

火落菌の 生育 促 進 性 peptide，　valyl−（Glu ，
　Met ）・valine

4）
，

alany1 −（Ala，　Glu）−alanine4 ）な どの存在が 報告され

て い る．

　坂 口 に よ れ ば，polypeptone に P ‘．　hatophitusの 増殖

を 促進 す る P−factorsl6） （peptidic　substancc ）が存在 し，

1）合成 培地 へ の 単独補足 で 半生育の 状態 まで 増殖 を

促進 し ， 2）betaineとの 共存で 完全増殖 させ ， か つ 食
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塩15％以上 の 合成培地 で Pe．　halePhilusを増殖 させ る

作用 を有す る として い る．しか し ， 豆 み そ か ら得た 低

分子 peptide区分 （P−fr．）T
−．y）の Pc・hatoPhilttsに対する

増殖 促 進性 は合成培地 へ の 1％濃度の 単独補足で は無

効で ，
betaineの共存下 で の み有効で あった，こ の 点 ，

P ‘・hatoPhilusに 対す る豆 み そ の peptideとpolypeptone

の peptideの 作用 性の 差異 を 明 らか に す る 目的で ，豆

み そ の P−fr．につ い て行 っ た方法 と全 く同
．一の 技法で

実験を 行 な っ た．

　その 結果，P6．加 」ψ観 π ∫ の 増殖 に 与 え る polypeptone

中の peptide の 作用は 本来単独 で は 非常 に 弱く，　 be−

taine の 共存 が 必須 で あ り，　 P ‘．　haloPhitusを 半生育 さ

せ る p・ lypeptonc の 作用 は混在す る微量の bctaineと

peptide との 協同的 な 作用 に よ る こ とを 明 らか に した．

実　験　方　法

　試料　　Polypeptone として 大五栄養化学製 POIy−

pepton （Lot　no ．　WO70 ）を 用 い た・

　合成培地 ， 増殖度測 定 法，増殖促進物質 の 分 画法

既報
7）に 準じた が，促進物質分画の た め の分子篩法は

既報
iO｝に よ っ た．ま た被検液の 補足試験濃度 は原則 的

に 1％ Polypepton 相当量 とした．

　バ イ オ オートグ ラ フ ィ
ー　 Polypepton の 場合は既

報
7＞ と同様な 技法で 行 い，B−fr・も既報

8｝の 方法 に 準 じ

た．

　増殖曲線　　既 報
a）の 方法 に よ っ た．

　ア ミ ノ 酸の 補足試験　　合成培地へ の ア ミノ 酸補 足

量 は Polypepton の 1％相当量 と し，
　 Polypepton の ア

ミ ノ 酸含量 は大五栄養化学 KK 学術課 の 資料 に よ っ

た．

実 　験 　結　果

　Polypepton の 分 画 区分 の 増殖促進 性　　 Polype−

ptonを既報
7） と同様 な 方法で 分画 した 区分 の Pc．　hato−

PhitttSに対す る増殖促進性を Fig．1 に 示 した．

　Polypepton は合成培地へ 1％量の 補足 に よ っ て Pc．

hal・PhitUSの増殖を顕著に促進 した．そ の 有効成分は熱

無水 ア ル コ
ー

ル に 比較的に よ く溶解 し、
　Amberlite　IR −

4B （Cl
−
）に よ る グル ープ 分画で は中，塩基性区分 の 効

果 が 良好 で あ っ た。 さ らに Dowex 　50−X16 ，　X12 ，　X4

の 3 種の rnulti −column で 分離 した分子篩区分 の 増殖

促進性 は低分子区分の 効果が 高 い 傾向に あるが，豆み

そ の 分 子 篩 区分 の 結果
S ）と 幾 分異 な り，高分 子 区 分

（E 田 uent ）に も明 らか な増殖促進性が認め られた． し

synthetic　medium

l％ Polypep骨on

Soluble　fr．1）
InsoluUe　fr，

　 　 　 　 　 　 切

Neur卜rol　baslc　fr．
Acidic　fr，
　 　 　 　 　 　 切

）←16adserbedfr，
X−12　　 11

Xr4 　　 貿
Effluen寸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O，2　 　04 　　 Q6
　　　　　　　　　　　 Growセh ⊂OD660n司

Fig，　L 　Effect　ef 　supplement 　of 　severa1 　fractions

　　on 　growth　of 　P‘，加 1・Phittts．
　　Incubatien　 was 　 done 　in　 the 　 synthetic 　 me −

　　dium 　at 　30℃ fbr　7　days．

　　 a ）．Extraction　with 　hot　ethyl 　alcohoL

　　b）．Separation　 on 　 a　 column 　 of 　Amberlite

　　　　IR4B （C卜 form），　See　the　fbotnote　of

　　　　Fig．7in　the　previous　paper・？）

　　 c），Molecular　 sieve 　f｝ac 直ons 　 on 　a 　 multi −

　　　　column 　of 　Dowex 　50−X16
，
　X12 　and 　X4 ．

か し，Fig・1 の 分画区分 の 示す増殖促進度 は各区分 の

重量比 に比例的で あ っ て ， こ れらの 方法で は有効成分

の 満足 すべ き分画 は で きな か っ た．

　Polypepton の バ ィ オ オ ートグ ラ ム 　　1 ％ Poly−

pepton の 補足 と同濃度 と な る よ うな 条件 で 行 っ た バ

イ オ オ
ー

トグ ラム を Fig．2 に 示す．

　図の よ うに 緩衝液 の pH を 変え て も有効 物 質の 移動

は認 め られず ， 増殖促進物質 は中性ア ミノ酸 と類似 の

」
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Fig．2．　 Bioautograms　of　Po｝ypepton ｛yom 　high

　　voltage 　paper　eLectrophores 嬉・

　　　　Paper　electrophoresis 　 was 　 carricd 　 out

　　under 　 the 　 follow　conditions ．　pH 　6．5，
　py・

　　ridine ；AcOH ：H20 ＝＝10、0 ：0．4 ：90，3KV ！40
　　cm 　 for　30　min ．　 pH 　3．7

，
　 Pyridine　：　AcOH ：

　　H20 − 1 ：0．4 ：289，2　KVt20　cm 　for　60　min ．
　　　　Incubation　 was 　 done　 in　 the　 syn 出 etic

　　medium 　at 　30QC 丘br　7　dayS．　 The 　 abbrevia −

　　 tions 　As，　G ，
　N ，　A ，

　H 　and 　L 　represent 　aspartic

　　acid ，　glutamic　acid ，　neutral 　amino 　acid ，　 ar −

　　g量nine
，
　hiStidine　and 　lysine　respectively

，
　 and

　　their　 migratory 　position　 on 　 the　 chromat ひ

　　gram，　The 　 arrow 　 shows 　 the　 position　 at

　　which 　samplc 　was 　charged ．
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Table　1．　 Ef琵 ct　of 　amino 　aclds 　in　Polypepton　on 　growth 　of

　　Pc．　hatOPhitus．

AminQ 　acid
Addition
mgtlOOmlOD

AlanineHistidine

　HCl

Threon 三ne

ProlineVa

玉ineSerineGlyc

三neIsoleucinc

LeucineMethionine

Phenylalanine

Tryptophane
Arginine　HCl

Lys量nc 　HCl
Tyros三ne

CystineAspartic

　acid

Glutamic 　acid

｝

｝
Mixmre 　of 　above 　amino 　acids

1％ Polypepton

Synthetic　medium

873743

ワ】

　

1

ー

　

　
り臼

−

73

ド
D4100223131371

38

0．1530
．1490

，1700

，1950
．1770

．1850

．1730

．179

0．1600

．　1830

，1650

．1710

．1830

．1700
．180

0．1760

．1910

．5750

．186

　　Figures　 show 　the　 cell　growth　 as 　optical 　density　at　660　nm 　after 孟ncubation

at 　30°C　for　7　dayS．　 All　amino 　acids 　tcsted　were 　L　form
，
　and 　were 　added 　to

synthetic 　medium 　in　concentratien 　equ 三vaient 　to　1％ Polypepton，

挙動を 示 した．こ の バ イ オ オ
ー

トグ ラム は豆 み そ 分子

篩区分の 結果
7） と

一
致 して い た が，Polypepton中の有

効物質の 示す作用 は弱 い・

　ま た 1％ の P ・lypepton中に 存在す る遊離 ア ミ ノ 酸 と

等量 の ア ミノ 酸を合成培地 に 添加して，そ の 促進性を

試験 した が，そ の 効果 は 全 く認 め られ な か っ た （Table

1）．

　Polypepton に存在す る 2 種の 増殖促進物質　 Po−

lyPePton 水溶液 を Arnberlite　IRA −402 （OH
−
）ヵ ラ ム

に 吸着させ，水で 流出す る区分を フ ラ ク シ ョ ン 分画 し

た．

　Fig．　3 の よ うに ， 2個 の ニ ン ヒ ド リン 陽 性 の ピー
ク

が得 られ，い ずれ も ammonium 　reineckate との 沈澱

反応
11 ）を示 した ，最初の 小 ピーク は betaineの 流出位

置 と一
致 し ， 後 の 大 ピ

ー
ク は ア ル ギ ニ ン で ある．流 出

区分を図 の よ うに ，L，　M ，　N の 3区分に 分画 し， 吸着

区 分 は 2N 酢酸，つ い で 氷酢酸 で 溶離して ， そ れぞ れ

O ，P の 2 区分を 得た．

　 こ れ らの 5区分の Pc・　haloPhilusの 増殖 に与え る効果

を Fig・4 に 示 した．図 の よ うに 合成培地で は L ，　M （以

下 L，　M の 混合物を B−fr・と仮称す る），0 の 3 区分 に

弱 い 増殖促進効果 が 認 め られ た．Betaine （60μglml ｝

培地 で は 0 区 分 （以 下 P−fr．と仮称す る ） に の み明 瞭

な 促進 効果 が 認め られ ，
P−fr．の betaineとの 相乗的 な

増殖促進効果 も観察 され た．

　さ らに合成培地 ，
betaine（80 μg！ml ）培地で 示す B−

fr・
，
　P−fr．の 作用をそれ ぞ れの 増殖曲線か ら比 較した．

Fig・　5 の よ う に，合成培地 で B−fr・
，
　P−fr．は 若干 で は あ

るが Pa・　hatoPhilusの 増殖 を促 進 した． こ の 点 ，
　 Poly−

pepton の P−fr・は 豆 み そ の P−fr・の 作用
8） とは幾分異

な っ て い た．Betaine 培地 で の P−fr．の効果 は顕著で ，

増殖 の 誘導期を短縮 しかつ 優れた 増殖度を示 した．し

か し，そ の 程度 は betaine共存下 で 示 す豆 み そ の P−fr・

の 作用
8｝よ り弱い もの で あ っ た．ま た B−fr．も betaine

N 工工
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Fig。3．　 Chromatogram　of 　basic丘ac 巨Qn 　of 　Poly−

　　pepton　on 　a　column 　of 　Ambcrlite　IRA −402，

　　　　Chromatography　was 　carried 　out 　in　the
　 　 same 　 manner 　as 　described　in　the　fbotnote　 of

　　Fig．9in　the　previous　paper．7）　Fractions 　L ，
　　M 　and 　N 　were 　separated 　for　growth　test　 on

　　P6．　 hatoPhilus　and 　the　 mixture 　 of 　L　and 　M
　　was 　tentatively　named 　B−｛｝・

　　一
：Absorbance 　of 　nillhydrin 　color ，■ ；

　　clear 　precipitate，　1
』

：
．
・
．・・1： slight 　prccipitate ，

　　口 ： n ・ precipitate　with 　amm ・ nium 　reinec −

　 　 kate　in　test　for　betaine−like　substance

1礁
1｛∴
　 L ＋ M → N
　 　 ＋ O ＋ P

P−fr．＋ B−fr、

1％ klypePten

Symthetic
　 　 medium
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｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　 2　 　　　 5

　　　　　　　 Acld　produced ｛ml　of 　N／20，NαOHI

Fig，4．　 Presence　 of 　 two 　growth −promoting 　 su −

　　bstances　in　Polアpepton・
　　　　L，Mand 　N 　were 　shown 　in　Fig．3．　 Fra−

　　ct三〇 ns 　 O ，　 P　 wcre 　 adsorbed 　 on 　 Amberlite
　　IRA −402 （OH

−
）res 五n 　 and 　 obtained 　by　 elu −

　　tion　from　the　column ．　 O 　 was 　 obtained 　by
　 　 elution　 with 　2　N 　acetic 　acid 　and 　P　was 　 con −

　　tinuously 　elutcd 　with 　glacial　acetic 　acid ．　O

　　was 　tentatively　named 　P−f廿．　 Incubat三〇 n 　was

　　done　in　the　synthetic 　 medium （■ ） and

　　betaine　60μg！ml 　medium （［：］）at 　30℃ f（〕r

　　7days ．
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Fig．5．　Growth　 curves 　 of 　P6．　 halophitus　 in　 the

　　 med 洫 m 　supPlemented 　with 　Polypepton 　and

　　its　subfractions （B・fr．，　P−fr．）．
　 　 　 　 Growth 　tcst　was 　done 　at 　30℃ with 　con −

　　centration 　of 　1％ equivalent 　of 　Polypepton，
　　Solid　line： synthetic 　 medium ，　 dashed　line：
　　betaine　80 μglml　 medium ．　 P ： Polypepton，
　　b ： betaine　 medium

，
　 s ： synthetic 　 medium ．

培地 で，誘導期の 短縮あ る い は増殖度 も高 め たが ， そ

の 効果 は い ずれ も弱 い もの で あ っ た．

　Polypepton の B−fr．につ い て　　B−fr．は Amber ・

1ite　IRA −402 （OH
−
）カ ラ ム か らの 流出位置 ，

　 ammo −

nium 　 reineckate との 沈澱反 応 な らび に Pc．　 haloPhitus

の 増殖 に 与え る作用性 な ど全 て betaine と
一

致 して い

た．本項 で は ， さ らに B −fr．が ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ

フ ィ
ー

（以下 PPC と略記す る ），高圧枦紙電気泳動（以

下 PE と略記す る）的 に betaine と一致 す る こ とを 示

した．

　Fig．6 の よ うに ，
　 PPC で は Rf　O・25付近 ，

　 PE で 原

点付近 （若干陰極側 に電気浸透 す る） IC　PC．　halOPhilUS

の 増殖促進性があり， そ れ ぞ れの 位置は 同時に 行 っ

た betaine の バ イオ オ ー
トグ ラ ム 8） と全 く

一
致 して い

た．ただ し Polypepton 中の betaine は微量で あり，

Dragendorff 試薬
12 ）に よ る呈色反 応 は認 め られ なか っ

た．

　結論的 に，合成培地 で PC・haloPhitusの 増殖を半生育

ま で 促 進す る Polypepton の 作用 は 微量 の betaincと

P一鉱 の 協同的な 作用 に よ る もの で ，本来 peptide の 単

独 補足 に よ る PC・hatoPhitUSの 増殖促進 性 は 弱 い もの

で あ っ た ．しか し Polypepton の P−fr・は合成培地 へ の

単独補足 で PC・halOPhitzasの 増 殖 を微 弱 な が ら促進 し，

かつ 比較的 に 高含量な polypeptonの 高分子 pept三de

区分 （EMuent）
Is）に も微弱 な 促進性が あ るな ど，豆 み

そ の P−fr・の 作 用 とは 幾分異 な っ て い た．と もあれ ，

両 P−fr．の betaInc共存下で 示す増殖促進性 は豆 み そ
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Fig．6．　 Bioautograms　 of 　 B−fr．　 obtained 　 from

　　Polypepton　by　 papcr　partition　 chromato −

　　graphy 　and 　the 　h三gh　voltage 　pape 「 elect 「o −

　　phores鯰．
　 　 　 　 PPG 　was 　carried 　out 　with 　Bu　OH ：AcOH

　　 ：HtO ＝4 ：1 ：5as 　the　solvent 　by　the　dcscend−

　　ing　technique ．　 PE 　was 　done 　with 　pyridine ：

　　AcOH ：H20 ＝10 ：0．4 ：90 （pH 　6．5）as　 the

　　electrolitc 　at 　4　KV140cm 　fbr　35min．
　　　　Nrepresents 　 the 　position　 of 　 the　 spot

　　revealed 　with 　n 三nhydrin ．　The　arrow 　shew ：

　　the　p〔rsition 　 at 　 which 　 sample 　 was 　 chargcd ．

　　Incubation　was 　donein 　the　synthetic 　medium

　　 at　30°G 　fbr　7　days．
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が優れ ，
Pc．　haloPhilusの 培養に は豆 み そ の peptidc の

補 足 が 有 効 で あ る．こ の 差 異 は Polypepton の pcptide

が比較的 に高分子
13 ）

で あ る こ と，お よ び 増殖促進的 に

働 くpeptide の 形 態 （概 して hydrophilicな peptide

が 有 効で ある）
14 ） の 差 異 あ る い は そ の 種 類 が 少 な い こ

と な ど に 起因 して い る と考え られ る．

考 察

　Pc・haloPhitusの 増殖 に 対して P−factorの 給源と して

取扱われて い る Polypepton の 作用は 豆み そ の 場合と

同様，P−fr．と微量な betaine に よ る 協同 的な 効 果 に よ

る もの で あ っ た． しか し両 P・fr・の betaine共存下で

の 促進性 は豆み そが優れ ， 本菌 の 培養に は豆 み そ の

peptide の 補足 が は るか に 有 効で ある．ま た 前報
9）で ，

Pc．　halOPItitzasに対す る豆 み そ の P−fr．の 増殖促進性 は

単
一

な peptide の示す growth 　factor的 な作用で はな

く，微弱 な促 進作用 を 示す多種 な主 と して 低分子 pe−

ptideの 協同的 な 効果 に よ る こ とを明 らか に した．

　 こ れ らの peptideの 示す 1’c．　haloPhitus　1（対す る増殖

促 進の 関 係 を Fig ．　71C 総括 した．

　図の よ うに ， 合成培地 に betaineの 補足 に よ っ て ，

本菌の 増殖が み られ，豆 み そ に存在す る peptidel5） （a −

L −glutamyl−L −valine ，　glycyl−L −serine ）の 補足 に よ っ て

増殖 は さ らに 高 ま る が，本菌の 増殖 に 微 弱 な 促進作用

を示す 7種 の peptide 混合物 （M −1）14｝ を 補足 した場

合は よ り
一

層 顕著な 効果を 示す．多種な peptideで 構

｝＊

　 　 　 　 　 　 　 2　　 4 　　　6 　　 8
　 　 　 　 　 　 　 　 lncubat十en 　day

Fig．7．　 Comparison 　of 　thc　growth　promotion 　of

　　soybean 　miso ，　Polypepton　and 　dipeptides　 on

　　P ‘．haloPhilus．

　　　　Results　from　previous　papcrs8・14）are 　also

　　summarized 　in　this　figure．　 Gworth　curves

　　 of 　both　P−fr．　 were 　determined　 at　 1％ con −

　　centratiQn ，　 and 　dipeptides　were 　tested　at　10

　 　 mg 　percenし

　　　　M −1： Mixture 　of 　IOmg ％ of 　each 　of 　7

　　peptides （Ala−Asp，　 Ala−Val，　 Gly−Ser，　 G 】u −

　　Ala
，
　Glu−Gly

，
　Glu −Val　and 　Ser−Gly）．

　　＊ Synthctic　medium
，

寧＊ Synthetic　medlum

　　containing 　betaine （30μg！ml ）．

成 され る豆 み そ の P−fr．は合成培地 で は全 く無効で あ

る が ，
betaineの 共存下で 誘導期 を短縮 し最高の 増殖

を 示 し．Polypepton の P−fr，の 作用 よ りは る か に優 れ

た効果を 示す．

　 こ の よ うな 豆 み そ peptide の 優れた 増殖促進性 は

Polypepten よ りも本来促進的 に 作用す る 低分子 pe−

ptide の 含量 が高く，か つ 恐 ら くは麹菌の 蛋白分解作

用 に よ っ て 生成 す る peptide ；C は 増 殖 を 阻害 す る pe・

ptide14） は ほ とん ど な く，促進的 に働 く多種 な peptide

が集積して い るためと考え られ る． こ の点，
PC・　hal・−

PhitttSの培養 に Polypepton ，酵 母エ キ ス の 他 に み そ の

浸 出液 の 補足 が 有効で ある との 事実
IG ）を裏付け得 る．

これ らの peptide は 麹菌の 示す all　 or 　 none 　reaction

system に よ る蛋 白分解 で 麹 の 段階
17 ） あ る い は仕込 の

初期
IS ）に 多量生成 し，　 PC・　hatoPhitasの 増殖を促 し，酵

母 （Saccharom“ces　rouxii）｝こよ る醸酵 へ と導 くこ とか ら，

み そ ， し ょ う油の 香味生 成 に 大きく寄 与して い る とい

え る．

要 約

　Polypepton 中の Pc・hatePhilttSに対す る増殖促進物

質 は作用性の 異 な っ た 2種 の 因子 （B−fr．，　P−fr，）から構

成 され て い た．B−fr．は塩 基 性物質で ，　Amberlite　IRA 一
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402 （OH ⇒ カ ラ ム か らの 流出位置，　 ammonium 「e’

ineckateに よ る沈澱反 応，　 Pc・hat・Philusの 増殖 に対す

る作用性 ，
ペ ーパ ー

ク ・コ マ トグ ラ フ ィ
ーならび に電気

泳動 に おけ る 挙動 な ど，全 て が betaine と一
致 して い

た．P−fr．は合成培地で の 促進性 は 弱 く，　 betaine の共

存下 で 優れ た 増殖 促 進作用 を示 した．こ の こ と か ら ，

合成培地で PC．　hal・PhilUSを半生育の 程度 に 増殖 を促

進す る Polypepton の作用 は微量 の betaineと P−fr．

の 協同的 な効果 に よ る と結論 した．

　また，betaine共存下で の 豆 み そ の P−fr．の 増殖促進

性が Polypepton の そ れ よ り優 れ て い る と い う事実を

基 に，みそ，しょ う油醸造 に おける peptide の 香味的

役 割 に つ い て も考察 した．

　終 わりに ， 本研究に つ い て 御懇篤な る御指導 を賜 わ りま した 北海

道 大学農 学部教授坂村貞雄先生，高尾 彰
一先生，伊 沢正 夫先生 に衷

心 よ り御礼申 し上 げま す．ま た終始，御指導と御誘 鮫を い た だ きま

した 恩師岐阜大学農学部友枝幹夫教授な らびに 当所の後藤富上雄所

長好井久雄発酵食品部長に 深謝します．
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訂正

　前報
i4 ） Fig・1の 脚註，　 Asp −Asp は誤植 で Ala−Asp

と 訂正 す る．
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